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Ａ．研究目的             

酵素補充療法の導入後7年を経過したム

コ多糖症Ⅱ型に対する合理的な治療法選択

に役立つ診療ガイドラインを作製する。 

 

Ｂ．研究方法 

MINDSのガイドライン作成方法に従って

設定されたスコープに基づき定められたク

リニカルクエスチョン（CQ）に対するアウ

トカムを決定し、それに関連するシステマ

ティックレビューを行うための参考文献を

選定する。 

 （倫理面への配慮） 

  本研究は、明治薬科大学倫理委員会規約を   

 遵守して行った。 

                   

Ｃ．研究結果             

分担研究者は、「ムコ多糖症Ⅱ型の酵素

補充療法は、心機能・弁機能を改善するか

」および「ムコ多糖症Ⅱ型の骨髄移植、臍

帯血移植などの造血幹細胞移植は、心機能

・弁機能を改善するか」というCQを担当し

た。これらのCQに対して、「心臓超音波検

査所見の改善」、「心臓カテーテル検査所

見の改善」や「心臓弁外科手術の実施率」

などのアウトカムを作製し、その重要度に

応じて点数付けを行った。また、キーワー

ドに基づき事務局が選んだ文献から、シス

テマティックレビューに採用すべき論文を

選定した。 

 

Ｄ．考察               

共同作業を経て作成される診療ガイドラ

インは、臨床医が「ムコ多糖症Ⅱ型」の合

理的な治療法を選択する際に役立つと期待

される。 

 
Ｅ．結論               

 ムコ多糖症Ⅱ型に関するCQに対応するア

ウトカムを選定し、ガイドライン作成に役立

つ文献を選択した。 
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